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0 1 OUTLINE ｜ コース概要
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目的

CXOマインドセットやスタートアップ創業に必要なビジネス知識・スキルを身に付け、

共同創業者候補とのマッチングを通じて創業を目指す。

対象者

分野

要件など

募集対象・応募要件 概要

*渡航対象者等の応募要件の詳細は「04|対象者・応募要件」をご確認ください

日本人理系研究者

（博士課程履修者 / ポストドクター / 教授 など）

理工学系（Deeptech：ライフサイエンス、バイオテクノロジー、AI、量子、核融

合エネルギー など） 

・英国で行われる対面プログラムに原則すべて出席可能であること

・大学等の研究に基づくビジネスアイデアを有すること

１

２
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特にCTO/CSOマインドセットに重点をおきつつ、PMFや商業化のポイントの理解、ピッチ

トレーニング等を通じて創業に向けた知識・スキルを身に着ける。

英国現地起業家とのミートアップやマッチングを通じて、グローバルな創業チーム作りのカ

ギとなる共同創業者候補を探す。

派遣先

英国 オックスフォード（一部ロンドンの可能性もあり）

オックスフォードでの各種イベントやピッチ登壇を通し、オックスフォードを中心とした英国

ステークホルダーとのネットワークを構築する。



0 2 PROGRAMME STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 全体像

DeepTech事業を進めるうえで必要となる商業

化ポートフォリオ作成や投資家向けピッチを想

定したピッチ練習・Q&Aセッションを提供。

オックスフォード在学生のみアクセス可能なE-

Learningリソースにも自由にアクセスでき、プロ

グラム期間中を通じた自主学習も可。
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オックスフォードにて毎月2日程度・計９日間の

プログラムを実施。英国現地起業家とのマッチ

ングをはじめ、CXOマインドセットの獲得やプロダ

クト・マーケット・フィット（PMF）を行うための

ワークショップやレクチャーを実施。プログラムの終

わりに開催するピッチに向けたトレーニングも行う。

起業家とのマッチング・関係者と

のネットワーキング・ワークショップ

事業化に必要な基礎知識を身に

着ける

各参加者に専属メンターをアサイン、プログラム

を通して一貫したアドバイスを受ける。加えて、

ファンディングや法務など創業に必要なアドミニ

や、商業化に必要な技術的アドバイスについて、

経験豊富な専門家がメンタリング。

プログラム全般を通したサポート

オンサイトプログラム 1 オンラインプログラム2 メンタリング3

※プログラムの実施内容・形式等は変更になる可能性がございます。



0 2 PROGRAMME STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 詳細
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オンサイトプログラム｜起業家とのマッチング・関係者とのネットワーキング・ワークショップ1

日程
① 11/3 (月)、4 (火) （2日間） ② 11/27 (木)、28 (金)（2日間）

③ 1/27 (火)、28 (水)  （2日間） ④ 2/26 (木)、27 (金)、28 (土)（3日間） 合計9日間

概要

• Oxford Saïd Entrepreneurship Centre (OSEC) によるレクチャーやワークショップ

CXO（特にCTO/CSO を想定）マインドセットのレクチャーやカスタマーインタビューを含むマーケットリサーチを通じ、事業戦略のブラッシュ

アップや字事業アイデアのPMF達成に向けた支援を提供。

• ネットワーキング機会の提供

OSECのネットワークを活かし、MBA受講生など含めた現地起業家、投資家やKOLのネットワーキングの機会を複数回提供。また、

Oxford Saïd Business School が年に一度主催するイノベーションカンファレンス “Oxford Saïd Entrepreneurship Forum” にも参加。

• ピッチイベントの開催

プログラムの終わりにピッチイベントを開催。ピッチイベントに向けて、効果的なピッチデック作成やストーリーテリングに関するアドバイスを行う。

※プログラム内容は変更になる可能性がございます。 ※原則全日程にご参加いただきます。 ※使用言語：英語  

場所 全てオックスフォード（予定）



0 2 PROGRAMME STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 詳細
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オンラインプログラム｜事業化に必要な基礎知識を身に着ける2

日程 調整中（12月～1月に3回実施予定）

概要

• DeepTech事業を進めるうえで必要となる商業化ポートフォリオ作成に関するレクチャー

Go-To-Market ストラテジーやファイナンスモデルの作成などを通じて、商業化ポートフォリオを作成。

• 投資家向けピッチ練習、商業化ポートフォリオのブラッシュアップ

シリコンバレーの投資家を招いてエレベーターピッチやQ&Aセッションを実施。投資家からのフィードバックを通じて投資家の視点を学び、作

成した商業化ポートフォリオをブラッシュアップする。

• E-Learningリソースへのアクセス

プログラム期間中は、オックスフォード在学生しかアクセスできないオンデマンドの動画学習リソースに、自由にアクセスが可能。

※プログラム内容は変更になる可能性がございます。 ※原則全日程にご参加いただきます。 ※使用言語：英語  



0 2 PROGRAMME STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 詳細
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メンタリング｜プログラム全般を通したサポート3

日程
専属メンタリング：プログラム開始時～各自の必要に応じ最低3回（月1回目安）

専門家メンタリング：要望や必要性に応じて随時

概要

• OSECのメンタープールより、専属メンターと各分野のエキスパートがメンタリング

バイオテック、ヘルスケア、マテリアルサイエンス、AI、ロボティクス、クリーンテック、フィンテックなど14セクターのメンターが在籍。メンターネット

ワークは17か国に広がっており、起業・スケールアップ経験者も多数。



0 2 PROGRAMME STRUCTURE ｜ プログラム構成 – 支援機関の紹介
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オックスフォード大学 Saïd Business School に拠点を置く起業支援・イノベーションの世界有数のハブ。

オックスフォードの活気あるイノベーション・エコシステムの中核として、資金提供・メンタリング・インキュベーションサービス・投資家との連携など

充実した支援体制を整える。特にディープテック・ライフサイエンス・工学分野における支援に力を入れ、最先端の研究成果を実現可能なビ

ジネスへ転換するサポートを行っている。

オックスフォードという土地柄も活かし(※)、参加者は世界有数のスタートアップ・エコシステムに没入できると同時に、グローバルなネットワーク

を通じて、地域を超えたメンター・パートナー・投資家へのアクセスも可能。

※オックスフォード大学は大学発スタートアップスピンアウト数世界一を誇る。

Oxford Saïd Entrepreneurship Centre (OSEC)

URL：https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre

支援機関情報

https://www.sbs.ox.ac.uk/
https://www.sbs.ox.ac.uk/
https://www.sbs.ox.ac.uk/
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre
https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre


0 2 PROGRAMME STRUCTURE ｜ プログラム構成 – メンターの紹介
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「oNetwork」に所属する80名以上の経験豊富な起業家・投資家・業界専門家より参加者にマッチした専任メンターを選出。

企業の立ち上げや成長を実際に経験してきたリーダー達との1対1の指導を通じて、戦略的なアドバイスや実践的な知見を獲得する。

所属メンターは「oNetwork」内の “View our oNetwork members” 欄をご確認ください。

メンター情報

https://www.sbs.ox.ac.uk/research/centres-and-initiatives/oxford-said-entrepreneurship-centre/onetwork


0 3 SCHEDULE ｜スケジュール

2月9月 10月 11月 12月 1月
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参加者募集

書類審査・面談 ※1

選考結果通知

オンサイトプログラム ①

オンサイトプログラム ②

オンサイトプログラム ③

オンサイトプログラム ④

オンラインプログラム

メンタリング

～9月20日(土)

9月22日(月)～10月3日(金)

11月3日(月)・4日(火)

10月中下旬頃

11月27日(木)・28日(金)

1月27日(火)・28日(水)

2月26日(木)～28日(土)

12月～1月 計3回（調整中）

11月～2月

※1 必要に応じて面談を実施します。面談日程等は後日連絡します。



0 4 ELIGIBILITY AND APPLICATION REQUIREMENTS｜ 対象者・応募要件
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応募要件定員

対象

プログラム参加者*は以下の全ての条件を満たすこと

1. オンラインプログラムおよび英国・オックスフォードで行われる対面プログ

ラムに原則すべて出席可能であること

2. 大学の研究やIPに基づくビジネスアイデアを有し、起業前であること

3. 英語での講義の受講、ピッチイベント参加が可能な語学力を有してい

ること

4. オンラインで参加するための設備、環境を準備できること

5.  参加後のアンケート等に協力いただけること*

*本プログラムは経済産業省・ジェトロが連携して行うプロジェクトであり随

時、フォローアップアンケートや成長過程の調査を実施します。

対象者
日本人理系研究者（博士課程履修者 / ポストドクター 

/ 教授など）

分野
理工学系（Deeptech：ライフサイエンス、バイオテクノロ

ジー、AI、量子、核融合エネルギー など）

その他 所属する大学等の研究やIPにアクセスできる方

• 10名程度



0 5 COST-BEARING｜費用負担
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・英国への渡航費（航空券）

・英国内での移動費、宿泊費、飲食費、通信費、VISA代、保険

費などのその他発生する費用

・右の「主催者よる費用負担」以外のすべての費用

参加者による費用負担

• プログラム受講料

主催者による費用負担（現物支給） 



0 7 APPLY｜ 応募方法
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申し込みフォーム

2025年9月19日（金） 23:59（BST）

2025年9月20日（土）7:59（JST）締切

• 応募内容に基づき審査を行い、採択可否の通知を行います。

• 必要に応じ、JETROによる個別面談・ヒアリングを行う可能性があります。

• 審査基準や審査結果など審査に関する問い合わせには一切お答えできませんので、

予めご了承ください。

• 任意でビジネスアイデアの説明資料をご提出いただきます。ご提出可能な方はご用意

のうえ以下申し込みフォームよりご提出ください。

提出先：こちら

https://www.jetro.go.jp/customer/act?actId=B0077427D
https://www.jetro.go.jp/form5/pub/ivd/london2025


0 8 NOTES｜ 注意・免責事項
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1. 本事業及び事務局では、本募集要項P.12の 「主催者による費用負担」に記載した項目のみ負担しますが、それ以外のすべての費用は一切支給しません。

2. プログラムの参加者に発生した損害などについて、一切の補償を致しかねますのでご了承ください。 

3. 必要に応じ現地での交渉先との面談等にもメンターの他JETRO職員が同行し、プログラム終了後も成果把握、進捗確認などにご協力をいただきます。

4. 本プログラムに選考通過後はジェトロ事業の紹介、成果報告のため外部公開をさせていただく場合がありますので、ご了承ください。（内容は事前に確認をさせて

いただきます。）

5. 原則としてJ-StarX事業は同一年度内で一つのみが参加可能となっております。ご留意ください。

※本コースよりも上級者向け(レベルが高い、ミドル・レイターステージ向け等)のJ-StarXプログラムへの申し込みは可能です。重複の可否はジェトロにて判断いたします。

上記詳細及びその他については、免責事項をよくお読みの上応募をお願いいたします

免責事項

如何なる理由においても、航空券及び宿泊手配後の変更・キャンセルは認められません。キャンセル料、もしくは変更料が発生する場合はご自身にて負担いただ

きます。

キャンセル規定

https://www.jetro.go.jp/ext_images/services/gi/pdf/jstarx_menseki.pdf


0 9 CONTACT｜ お問い合わせ
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担当者

研究者×起業家 UKベンチャービルディングプログラム（英国）

メール j-starx@jetro.go.jp

コース名

JETRO イノベーション部スタートアップ課 園田・大田

JETRO ロンドン事務所 吉田

mailto:j-starx@jetro.go.jp
mailto:j-starx@jetro.go.jp
mailto:j-starx@jetro.go.jp

	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15

